
寿命の過ぎた蓄電池を使い続けると… 
停電時に法律で定められた十分な性能を発揮できないおそれがあります。 
また、液漏れ・発煙を引き起こすおそれがあり、極端な場合には、破裂に 
つながる原因となり、大変危険です。 

●蓄電池の寿命は、約4年です。交換時期を厳守してください。 
・ 使用環境により蓄電池の寿命は変わりますが、4年を目安にしてください。 
・ 定期点検の方法によっては、寿命が過ぎていることが分からない場合があります。 
 交換時期が来たら点検結果に関わらず必ず蓄電池を交換するようにしてください。 

●交換電池も法規認定品です。必ず指定の電池をご使用ください。 

4年経過を判断する目安として上記の表示より製造年月をご確認ください。 
・製造年月の確認： 93.09 ⇒1993年9月製造 
  AB0001 ＝2001年2月製造 

松下電器の非常用放送設備を 
お使いのお客様に、 
大切なお知らせです。 

※ニッケルカドミウム電池を使用しているおもな非常用放送設備は、裏面をご覧ください。 

品番確認：主銘板表示 

該当製品：ニッケルカドミウム蓄電池 （NCB-600、NCB-350、NCB-230、   NCB-165、NCB-120） 

NCB-600シリーズ 

NCB-600

NCB-350

品番表示位置 

 
西暦表示： A=2001年、B=2002年・・・F=2006年 
月表示： A=1月、B=2月、C=3月・・・L=12月 

現在、松下電器製非常用放送設備をお使いのお客様で、 

4年以上蓄電池をご使用いただいている 
場合は、大至急蓄電池を交換してください。 


